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審 査 結 果 の 要 旨

氏名 大島 浩子

本研 究 臥 左 半側空間無視 ( U nil at e r al S p atial N e gl e ct; N e gl e ct) を有す る右大脳 半球損傷

脳卒中患者の 入院中の 急性期か ら退院後 の慢性期 の機能 ､ 日常生活行動( A D L)能力 ､ 障害受容に

悪影響をお よぼす とされてきた 日常生活 にお ける N e gl e ct 行動とそ の認識に つ い て ､ C at h e r n e

B e r g e g o S c al e 日本語版 ( C B S) を作成 しその 妥当性 を検証 し ､
C B S を用 い た生活障害の 変化

の 特徴を明らか にす ると共に ､
C B S の活用可能性 を検討 した もの で ､

以下の 結果 を得 て い る｡

1 [ C B S を作成し ､
T h e N ati o n al I n stit ut e s of H e alt h S t r o k e S c al e(N I H S S) ､ B a rt h el

l n d e x( BI) , M i ni
- M e nt al St at e E x a m i n atio n( M M S E) ､ 線分二等分

･ 線分抹消検査 と の 関連

を検討 した ｡ C B S と他 の評価尺度に各 々 強 い 関連が あるこ と を 明らか に し｡ 本邦に お ける C B S

は
､ 原版で報告されて い る各 々 の相国係数との 比較か ら, 原版 に相当す る妥当な尺度で ある こ

と を示 した ｡

2 . C B S 3 得点 ､ 即ち､
C B S 一 観察得点 ､

C B S 一 自己評価得点 ､ C B S - A n o s o g n o si a 得点を用 い た

評価 を行 っ た｡ 入 院時に N e gl e ct を有する患者は少なくと も退院後 3 ケ月 まで は ､ 日常生活 に

お ける 中程度の N e gl e ct 行動 を有し､ 同時点で他者か ら観察された N e gl e ct 行動 を､ 患者自

身は軽い 困難と認識 し ､ 中等度か ら軽度の A n o s o g n o si a を有す る､ と いう患者 の自然経過 を

明らか に した . C B S 3 得点の 経時変化 の 検討 か ら､ 退院時の C B S - 観察得点 ､ C B S - A n o s o g n o si a

得点と退院後 の得点 に強い 関連が み と められたこ と か ら､ C B S 3 得点を用 い るこ と で ､ 患者の

経過 ･ 予後を推測 しう るこ とを示 した . 患者の病識 ､ 即 ち C B S
- A n o s o g n o si a 得点 の程度と

N e gl e ct 行動 の 改善度に つ い て は ､ 明瞭な傾向を明らか にす る こ と ができ なか っ た .



c B S は机上 N e gl e ct 検査 で は評価できな
い 患者 の A D L 面と視空間

･ 半側注意障害に 関す る

N e gl e ct
一行動と ､ 患者自身が 静識 して い る日々 の 困難感 ､

A n o s o g n o si a を評価 し得 る有用な

尺度で ある こ とが示された ｡

c B S と他の 尺度との 関連 か ら､
N e gle ct を有す る脳卒中患者は ､ 脳卒中の 程度が重く ､ A D L

能力回復が不 良で あるこ と を示 した ｡

3 . C B S 得点の 経時変化 と他 の 尺度と の 関連か ら､
入院時よ り退院時以降に強 い 関連が示 されたo

入院時の急性期に は｢ ぶつ か る｣ ､ ｢ 方 向性注意｣ を観察で きない 可能性が限界
と して示されたo

c B S の 急性期使用に 臥 で きない A D L ､ ｢ ぶ つ か る｣ ､ ｢空間見当識｣ を除
い た簡易版ない し修正

版 C B S の作成など C B S 簡易版
･ 修正版を作成 し使用する こ と の 必 要性が示 されたo

c B S を急性期 に応用す る場合は ､ 総得点の 変化 の みに着目する の で はなく ､ 継続的に観察す

る こ とで 下位項 目 の変化に注意をむける こ とが 示 された o これ に より ､ 入院 中か ら退院後の 生

活障害の 出現 を見通す こ とが可能 となり ､
N e gle ct を有する脳卒中患者の 生活障害

の 評価と看

護ケア の提供の 方向性を検討す る
一

助となる こ とが期待される ｡

以上 ､
本論文 は ､

N e gle ct 行動 とその 認識 を測定す る C at h e ri n e B e r g e g o S c aL e 日本語版

( C B S) を作成 し ､ それ を用 い て N e gl e ct を有す患者 の 生活 障害
の特徴を明らか に した と こ ろが独

創的で ある｡ また ､
C B S は机 上 N e gle ct 検査 では評価 でき ない患者の A D L ､ N e gl e ct 行動 ,

日 々

の 困難感 ､ A n o s o g n o si a を評価し得ると い う点で有用性もあり､ 学位の授与 に催するも の と考 え

られる｡




